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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年7月23日(2009.7.23)

【公開番号】特開2007-332179(P2007-332179A)
【公開日】平成19年12月27日(2007.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2007-050
【出願番号】特願2006-162272(P2006-162272)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月10日(2009.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料、水、水溶性溶剤及びポリマーを含有するインクジェット用顔料インクにおいて、
該ポリマーが疎水性の主鎖と親水性の側鎖を有するグラフトポリマーであり、該グラフト
ポリマーが、下記一般式（１）で表されるアルキルα－（ヒドロキシアルキル）アクリレ
ートモノマーを共重合することによって得られることを特徴とするインクジェット用顔料
インク。

（上記一般式（１）中、Ｒ1は、水素原子又は炭素数４以下のアルキル基の何れかを表し
、Ｒ2は、炭素数１８以下の直鎖状或いは分岐状のアルキル基、炭素数４乃至６のシクロ
アルキル基及びフェニル基から選ばれる何れかを表わす。）
【請求項２】
　前記ポリマーが、顔料の分散剤である請求項１に記載のインクジェット用顔料インク。
【請求項３】
　前記グラフトポリマーの主鎖が、アルキルα－（ヒドロキシアルキル）アクリレートモ
ノマーを重合することによって得られる請求項１又は２に記載のインクジェット用顔料イ
ンク。
【請求項４】
　前記ポリマーを形成するための全モノマー中に占めるアルキルα－（ヒドロキシアルキ
ル）アクリレートモノマーの割合が、１５質量％以下の範囲にある請求項１乃至３の何れ
か１項に記載のインクジェット用顔料インク。
【請求項５】
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　前記一般式（１）で表されるアルキルα－（ヒドロキシアルキル）アクリレートモノマ
ーが、エチルα－（ヒドロキシメチル）アクリレートモノマーである請求項１乃至４の何
れか１項に記載のインクジェット用顔料インク。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的は、以下に挙げる構成の本発明にかかる顔料分散インクを用いた場合に解決
される。即ち、本発明は、顔料、水、水溶性溶剤及びポリマーを含有するインクジェット
用顔料インクにおいて、該ポリマーが疎水性の主鎖と親水性の側鎖を有するグラフトポリ
マーであり、該グラフトポリマーが、下記一般式（１）で表されるアルキルα－（ヒドロ
キシアルキル）アクリレートモノマーを共重合することによって得られることを特徴とす
るインクジェット用顔料インクである。

（上記一般式（１）中、Ｒ1は、水素原子又は炭素数４以下のアルキル基の何れかを表し
、Ｒ2は、炭素数１８以下の直鎖状或いは分岐状のアルキル基、炭素数４乃至６のシクロ
アルキル基及びフェニル基から選ばれる何れかを表わす。）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
［参考例１］
　先ず、下記のようにして、参考例１で使用するランダムポリマーＲ１及びＲ２を合成し
た。
（ランダムポリマーＲ１の合成）
　ランダムポリマーＲ１の合成材料には、２－ヒドロキシエチルアクリレート１８部、ｎ
－ブチルメタクリレート５７部及びメタクリル酸２５部を用いた。これらのモノマーを用
い、１－メトキシ－２－プロパノール５００部中で、Ｎ2気流下にアゾビスイソブチロニ
トリルを開始剤として、７５℃にて２時間反応させた。得られた反応物をヘキサン１，０
００部中に展開して未反応物を沈殿精製により取り除き、減圧乾燥してランダムポリマー
Ｒ１を得た。このランダムポリマーＲ１の重量平均分子量は７，８００であり、酸価は１
５７ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
［参考例２］
（顔料分散液ＰＫ２の調製）
　参考例１で行った顔料分散液ＰＫ１の調製において、ランダムポリマーＲ１に代えて、
前記で調製したランダムポリマーＲ２を用いた以外は参考例１と同様にして、顔料分散液
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ＰＫ２を得た。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
［参考例３］
　先ず、下記のようにして、参考例３で使用するランダムポリマーＲ３を合成した。
（ランダムポリマーＲ３の合成）
　参考例１で行ったランダムポリマーＲ１の合成で用いた２－ヒドロキシエチルアクリレ
ート１８部、ｎ－ブチルメタクリレート５７部、メタクリル酸２５部に代えて下記の材料
を用いた以外は同様にして、ランダムポリマーＲ３を得た。即ち、ランダムポリマーＲ３
の合成では、ｎ－ブチルα－（ヒドロキシエチル）アクリレート１４部、エチルメタクリ
レート５６部及びメタクリル酸３０部を用いた。このランダムポリマーＲ３の重量平均分
子量は７，７００であり、酸価は１８９ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
（顔料分散液ＰＫ３の調製）
　参考例１の顔料分散液ＰＫ１の調製において、ランダムポリマーＲ１に代えて、上記で
合成したランダムポリマーＲ３を用いた以外は参考例１と同様にして、顔料分散液ＰＫ３
を得た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
（顔料インクＫ３、Ｃ３、Ｍ３及びＹ３の調製）
　参考例２の顔料インクＫ２の調製において、顔料分散液ＰＫ２に代えて、上記で得た顔
料分散液ＰＫ３、ＰＣ３、ＰＭ３及びＰＹ３をそれぞれ用いた以外は参考例２と同様にし
て、顔料インクＫ３、Ｃ３、Ｍ３及びＹ３を得た。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
（顔料分散液ＰＫ４の調製）
　参考例１の顔料分散液ＰＫ１の調製において、上記で合成したランダムポリマーＲ１に
代えて、グラフトポリマーＧ１を用いた以外は参考例１と同様にして、顔料分散液ＰＫ４
を得た。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６９】
（顔料インクＫ４、Ｃ４、Ｍ４及びＹ４の調製）
　参考例２の顔料インクＫ２の調製において、顔料分散液ＰＫ２に代えて、顔料分散液Ｐ
Ｋ４、ＰＣ４、ＰＭ４及びＰＹ４を用いた以外は参考例２と同様にして、顔料インクＫ４
、Ｃ４、Ｍ４及びＹ４を得た。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
（顔料分散液ＰＫ５の調製）
　参考例１で行った顔料分散液ＰＫ１の調製において、ランダムポリマーＲ１に代えて、
上記で得たグラフトポリマーＧ２を用いた以外は参考例１と同様にして、顔料分散液ＰＫ
５を得た。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
（顔料インクＫ５、Ｃ５、Ｍ５及びＹ５の調製）
　参考例２で行った顔料インクＫ２の調製において、顔料分散液ＰＫ２に代えて、上記で
得た顔料分散液ＰＫ５、ＰＣ５、ＰＭ５及びＰＹ５を用いた以外は参考例２と同様にして
、顔料インクＫ５、Ｃ５、Ｍ５及びＹ５を得た。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
（顔料分散液ＰＫ６の調製）
　参考例２の顔料分散液ＰＫ２の調製において、ランダムポリマーＲ２に代えて、上記で
得たグラフトポリマーＧ３を用いた以外は参考例２と同様にして、顔料分散液ＰＫ６を得
た。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
（顔料インクＫ６、Ｃ６、Ｍ６及びＹ６の調製）
　参考例２の顔料インクＫ２の調製において、顔料分散液ＰＫ２に代えて、顔料分散液Ｐ
Ｋ６、ＰＣ６、ＰＭ６及びＰＹ６を用いた以外は参考例２と同様にして、顔料インクＫ６
、Ｃ６、Ｍ６及びＹ６を得た。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８２】
［評価］
（インクの保存安定性の試験）
　上記で調製した参考例、実施例及び比較例の各色インクについて、下記の方法で保存安
定性をそれぞれ評価した。顔料インクＫ１～Ｋ７、Ｃ１～Ｃ７、Ｍ１～Ｍ７、Ｙ１～Ｙ７
の各インクをそれぞれを５０ｍｌずつ、内容積１００ｍｌのポリエチレン製の容器に入れ
、７０℃で３ヶ月保存した。そして、この保存前後のインクについて、インク中の顔料粒
子の粒径と、インクの粘度を測定し、保存前後におけるこれらの値の変化率を求め、下記
の基準にて保存安定性について評価した。得られた試験結果は、インクに使用した顔料種
ごとに、表１から表４に示した。尚、粒径と粘度の変化率は、相対的に大きい値を相対的
に小さい値で割ったものに１００をかけることによって求め、保存後に数値が減少したも
のについてはマイナスで示した。
　　◎：粒径、粘度共に変化率が５％未満
　　○：粒径、粘度共に変化率が１０％未満
　　×：粒径、粘度何れかの変化率が１０％以上
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
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【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】

【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
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